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富山県大策鉱山水錯鉱床概査報告（菊池徹・大津秀夫）

を受け，一部には黒色硫化鉄の鉱染もみられる。また　　明であるが，賦存の可醐生はある，。
フイタ

涌蓋山西方の山川附近では昭和12年頃からカオリン中　　　　　　　　　　7．結　　　論

の無色硫化鉄鉱縣が探掘された。また九重山北方では硫　　　（1）鉱床附近め母岩の変質および黒色硫化鉄鉱の賦、

気孔から硫黄を採取している。　　　　　　　　　　　　浮状況については，略々その概略を掴むことができた。

鉱山の近くには・（2km以内）温泉およぴ噴気孔の存　　一すなわち恐らく集塊岩とその上の火山礫・火山友の

在はみられないが，かつて附近にも活動したことは想像　　一部が蛋白石化および粘土化された所に主として白鉄鉱

できる。蛋白石化および粘土化作用と共に，S10～2G％　　および著干の黄鉄鉱が鉱染し，その中で特に白鉄鉱と黄、

程度を含む硫化鉄の鉱染幣があり，さらにその中にS40　　鉄鉱の混含物が（塊鉱と称す）鉱床として稼行の対象と

％程度の富鉱部が存在する（硫黄はほとんどない）とと　　なつている。硫黄はほとんどみられず「タカの目」型の

は特徴的である。主として弱硫酸性溶液の作用が考えら　　硫黄が部分的に存在する。

れ，硫化鉄の鉄分ほ原岩の鉄から供給され，そのままの一　（2）現在はその痕跡もわからないが，・恐らく温泉式

位置および幾分移動して硫化鉄を沈澱鉱染し，さらに恐　　の噴気孔の作用によつて生成された非常に新しい時代の

らく割目等に濃集した部分が高品位な鉱体を形造つたも　　活動によるものと考えられる。

のであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（魅）露頭その他の賦況から変質帯の分布の形斌は不

　　　　　6．品位および鉱量　　　　　　　規則の如く，ただ鉱体の一部はたしかに略々南北に延び

東洋高圧株式会肚大牟田工業所に出荷した鉱石を貨車　　た形を呈している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ毎に分析した値は，最高S49・0％最低＄27・1％で35％　　　（倖）附近は高原で露出が極めて少ないから・変質帯の

～40％が多い。調査当時行つた鉱床の採取試料の値もS　露出が見えなくても，そして変質帯や鉱体が賦存しない

40％内外を示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　とは必ずしもいえない（恐らく鉱床生成後にも火山友・

東洋高圧で行つた鉱石の分析の一例は家の通りである。　火山礫が堆積したと思われるから）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿　　　　　』以上の廊から下記のことが望まし
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18，53 22，10
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none
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備 考

原鉱のまま乾燥せる分

2回水洗残留分

2回水洗流出分

鉱量は鉱床の項で説明したように鉱体が比較的不規則

な形を示すので，算定困難であ喬。ただ現在採掘中の鉱

体について，既桓4，000七近く採掘されているが，残10，

000む位は推定しうる。ザ番坑地並から下部は未探鉱で不

いo

・（1）　電気探鉱による鉱体周辺の

　　探鉱
（2）　試錐による既知鉱体下部の

　　確認および電探後の試錐

（3）地表の地質調査は概ね無意

　　味で，井戸掘ある㌔・は溝堀り

　による地質鉱床調査
（4）坑道の堀進による地質の変化の把握

　　　　　　　　　（昭和25年9，月調査）

553、462：　553．661；　553．41エ：　550．8　（521．42）：　622．19

富　山　県　大　東　鉱　山　水　鉛鉱　床　概　査　報　告

．菊　　池　　　徹甚　　大 津　秀　夫菅

　　　　　R6sum6
Mo豆yb唖enite　Depos皐ts　a重DaitδMine，

　　　Tgya甲乱Prefect耳re。

　　　　　　by
　　T6rd　Kikuchi＆Hideo　Otsu

難木下亀城「九州の農熱水性硫化鐵鉱」　九州鉱山學會誌　11雀8號

菅鉱床部

1血Summer　of1951，the　authors　surveyed
げ

thG『molybdenite　deposits　at　Daito　mine　iτゴ

the　area　of　high　mountain　land　of　the　so－

c皐116d　Japan　Alps．

Thむ10cation　of．the　mine　is・extremely

i血convenienセfor　mining　Works　and　transpoレ

t呂tion　that　why　the　remain加explored．
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地質調査所月報（第3巻第2身）

　　　　　　1，緒　一言
昭和26年夏富山県大東鉱山の水鉛・硫黄ならびに金

鉱の概査を行つたので，ここに報告する。

現地調査中種々御厚情をたまわつた1名古屋通産局北

陸鉱山事務所所長千村勘・同所加藤信爾・富山県商工課　一

浅野久男ならぴに同県鉱業会理事藤井晋八の諸氏に渓謝

する家第である。なお現地調査に当り，現地地形の航室

爲眞を貸与された総司令部の厚意に感謝する。

　　　　2．位置および交通
鉱区位置：富山県上新川郡大山村大字有峯山

1：200，000地質図幅：高山

1：50，000地形図；槍ケ嶽

・鉱床は水晶山（2，978m）および赤牛嶽（2，864血）の

西側斜面にある。

大町より葛温呆まで約12kmはバスが利用できるが，

それより鉱山までは総て徒歩kよる。中継所≧して鳥幅

子嶽（2，627m）登山小屋を利用し，大町一鉱山聞は：普通

登り2目行程，降り1日行程である。資材・物資の運搬

ならぴに鉱石の搬出にも上記コースを利用すうので甚だ

不便である。

　　　　3・地形および気候．
　中部山岳国立公園の中心に位置するので地形は極めて

瞼峻であり，大町一鉱山聞のコースでは，鳥帽子嶽（2，

627m）・三ツ嶽（2，845m）・野口五郎嶽（2，924m）等の

諸峯を越えなけれぱならないし，鉱床附近にば水晶山

（2，978m）・、赤牛嶽（2，864m）等の高峯が屹立すると共

に，現場（2，000m）附近は黒部川の源頭に当り幽谷ゑ形

成しているo　’

気候は極めて冷寒であり，例年憩月より翌年6月中

旬ま矯は積雪多く交通が杜絶する。故に一年を通じての

稼動日数は，最大4ヵ月である。

　　　　4．沿革および現況

富山試登第撃06号鉱区のみは，古く九州の人，岡田

宏之の手にあつたが，大正15年，現権者星勇九郎に移

り，その買山調査φ結果，他の鉱区も設定，’昭和4年温

泉沢および岩苔小谷の水錯を発見，昭和6年現在の山元

事務所（小屋）、を設け，続いて高天原方面を探鉱，戦時

中少しく水錯を採掘した。終戦後は金鉱の探鉱のみを行

つているo
昭和6年～20年の水錯出鉱量は総計約30t、（50～90％

MoS2）で，その出荷先は，昭和電工塩尻工場・玉川特殊

鋼株式会肚（蒲田）あるいば目本冶金株式会赴等があつ

たという。

現鉱業灌者　大東鉱業株式会枇　（代表　星勇九郎）

鉱山事務所　長野県北安曇郡信濃大町

鉱区番号富山試登第1206号（953，000坪）

　　　　　富山試登第1213号　（375，200坪）

　　　　　同同1468号（414，500坪）

　　　　　同同1469号（494，印0坪）
從業員（昭和26年8月現在）；

　　　　　1掛（蕪騨1．

太豆5山ブ第集㎜轟

鍔a懸癬　　　　　　　　　　　議鴫雲・講聾
　　　　　　　　　　姫　＼、　　饗

　　　　　　　　ヨッ　　ぎせ
　　2盆・ゼ1朗ル1
　　　　　双輔

＿＿　、陣£畔へ　・

　　　　　　5．地　　質
　鉱床附近の地質は，粗粒黒雲母花嵐岩・花嵐閃線岩等

を貫いて，紛岩・石英斑岩の岩脈があり，これらを被つ

て礫岩・砂岩居（ジュラ紀暦という）がある。さらにこ

F
れ らを新期り火山活動による火山岩類が被つている5

　　　　　　6．鉱　　床
　当地域の水錯鉱床は粗粒黒雲母花嵩岩・花崩閃線岩・

石菓閃緑岩およぴ玲岩を貫く石莱脈に伴つた含輝水錯鉱

石英脈である。脈幅は5cm～20cmであり．，走向・傾斜

は一定しない。その主なものは，温泉沢および岩苔小谷’

　　　　　にあドる。前者は一般走向N450W，午均
至糸魚川

大町

大
と旨【3

糸x隻【恩くつ〃け

園，

緯．

へ
“イの

評”
至松本

第1図　大東鉱山位置図

傾斜20。SEを有し，30m　g聞隔をおい

て李均脈幅10cmの鉱脈が2枚ある。共

に比較的堅硬緻密な輝水錯鉱一石英脈で

あり，母岩は粗粒黒雲母花嵩岩である。

鉱脈中の輝水鉛鉱の集含は大ぎなものは

’拳大に達する。脈内見込李均品位は3％

前後と推定される。岩苔小谷の水錯鉱脈

は・N25？E，750SE・、脈幅15cm．であり，

母岩は同じく黒雲母花嶺岩であるが，輝

水鋸鉱の母岩中に鉱染した部分が，。ヒ記

温泉沢の鉱床に較べて多い。脈内見込李

均品位は3％前後とみられる。これらの

他に数ヵ所に水錯鉱の露頭がみられる
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北海道石狩炭田室知地区東部芦別区ノカナン地域地質調査第一次報告（沢田秀穗・小島光夫）

　　　　　　　　　　　一
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　　　△
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圏贈母㈱岩（時に珊岩飢剛）回馳岩膨蘇粗酷

　　第2図　鉱床附近概念図
①　鉱山事務所　　②　濫泉湿氷鉛鉱賑　　③　大瀧金鉱露頭

④大瀧水鉛露頭⑤汰瀧硫黄露頭　⑥金鑛第一坑
⑦金鉱第二坑⑧小瀧硫黄露頭 　⑨小瀧水鉛露頭

1⑩　金鉱高天原坑　⑪　岩苔小谷永鉛露頭

　金鉱床は一坑・二坑および高天原坑を

開坑しており，石英脈を追つて探鉱して

いるが，まだ良好な鉱脈は発見されてい’

ないQ当所において分析した結果に『タれ

ぼ，二坑引立の脈幅品位は下記の如し。

　Au：痕跡　，　A含：79／t

　　　　7．結　　言
　以上の記述の内より，探鉱に必要な事

項を列挙すると，　『

10交通搬出は不便である。

・20気候冷寒で，一年に4ヵ月しか稼動

　できない。

30水錯鉱床は黒雲母花嵩岩等を母岩と

　する含輝水錯鉱石英脈である。・

4。水錯鉱脈の走向およぴ傾斜は不規則

　であり，脈幅は5cm～20cmである。

5。水錯鉱床の品位および鉱量は未定で

　ある。
弓。硫黄鉱床は品位は良いが鉱量は少な

　いo　『
70金鉱床についてはまだ価値あるもの

が，まだ探鉱不充分であり，それらめ関係は不明である’，　は発見されない。・

と共に，まだ鉱量計算をする程に到らない。　　　　　　　一以上の諸項ならびに全般的事項から水鋸鉱床はさらに

硫黄鉱床は熔流型あるいは交代型と考えられるが，既　　探鉱の要があると考える。それには，温泉沢の各坑を鎚

kその大部分は浸蝕し去られて，2・30尾根上に数100t　押坑道掘進により探査し，富鉱体への逢着と共に全般的

程度残つているにすぎない。見込品位は40％前後とみ　　品位ならびに鉱量計算の基礎となる坑道を残す事が必要

られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であろう。　　　　　　　　　　（昭和26年夏調査）

553．94：551．78：550．8　（524）

北海道石狩炭田空知地区東部芦別区ノカナン地域地質調査第一次報告

沢　田　秀　穂暑　　小　島　光　夫暑

　　　　　　R6sum6
Preliminary　Report　of　Geologic　Surv命y’at　　　2．

the　Nokanan　District　in　Ishikari　CoaI

FieH，Hokkaiαo．

　　　　　　　by
　　Hideho　Sawata』＆Teruo：KOjima　　　　　3．

Spending　two　monthes　in　the　geologic

field　work　in　the　summer，．1950，at之he

Nokanan（1istrict　in　Ishikari　Coal　Field，Hok－

kaido，writers　reco倉nized　the　f6110wilng　factsl

1．、The　half　horst　of　Nokanan　Cretaceous

菅燃料部　　　　　　　　　　　　　　　　4．

has　the　trend　of　N－S．

In　both　si（卑es　of　the　horst，　there　are

foun（i　coa1－bearing　san（istone－mudstone

beds．　TheirgeQIQgic　ages　are　not　yet

known．

In　the　Quter　si（ies　of　these　coa1－bearing

beds，一there　lie　mudstone　beds　which．

may　be．correlated　to　the　PoronaiMud一．

st・nebedintheYubari、C・a1Fle1αH・k

kaido，　by　the　evidence　of　theilf　facies’

and　faunas　in　them．

In　the　northern　partof　the　Riverβorachi，

39一（95）




